
快適な執務環境タスクフォースからの政策提言について
職員の意見を踏まえて、効率的に仕事ができる執務環境を創出し、市民サービスの向上につなげることを目的に令

和７年１０月に設置した標記タスクフォースから両副市長及び関係部局課長に以下のとおり政策提言を実施しました。

１ 実施概況
⑴ 日時 ： 令和８年５月２９日（金） 午後１時３０分から３時３０分まで
⑵ 会場 ： 大会議室 ＊オンライン併用
⑶ 出席者： ア 発表者：快適な執務環境創出TF所属職員 １８名

イ 評価者：両副市長以下、関係部局課長 計１３名
ウ 聴講者：管理職 計８４名（会場：５０名、オンライン３４名）
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３ 今後の進め方
提言で示されたありたい姿・目指す姿の実現に向け、関係課で新たにタスクフォースを設置し、新庁舎建設を待

つことなく、可及的速やかに実現に向けた取組みに着手します。

班 要旨

１ 職員の才能を「開花」させ、時代の変化に追従し自律的に進化し続ける仕組み・制度を提案

２ アンケート結果に基づき、誰が欠けてもスムーズに回り、他部署と協力し合える関係構築を提案

３ 離職防止を強く意識し、身体的・精神的な「疲れにくさ」を制度や、UDやABWといった物理面で提案

キーワード 要旨

時間の柔軟性
３班全てが「フレックスタイム制の導入」を提案しており、若手職員にとって「時間の柔軟

性」が重要な要素であることがうかがえます。

組織の壁
「庁内スキルシェア（１班）」「シンカＤＢ（２班）」「越境チャレンジ（３班）」と、手法

は異なりますが、いずれも「縦割りの打破」を強く求めています。

空間の質
単に庁舎を新しくするだけでなく、「交流」と「集中」のメリハリ、そして「誰にとっても使

いやすい（ＵＤ）」空間づくりの必要性を指摘しています。

２ 提言の概要
⑴ 各班の提言要旨

⑵ 共通するポイント



【参考】提言概要の一覧

項目 1班：Make It Bloom 2班：MIRAI NI TSUNAGU 3班：持続可能性×越境・連携

①ありたい姿・目指す姿
「変えよう」が自然に生まれる組織
職員の才能を「開花」させ、時代の変化に追従

し自律的に進化し続ける。

組織（部課）にとらわれず、一体
感を持って仕事を進める
誰が欠けてもスムーズに回り、他部署と

協力し合える関係

“自分も”“隣の人も”働き続けた
いと思える環境
「思いやる（無理をしない）」と「混ざ

る・超える（壁をなくす）」の両立。

②現状の課題・問題点

・組織文化
前例踏襲がデフォルト、若手の提案意欲が弱い。

・空間
固定席・閉鎖的空間による流動性の欠如

・スマート化
デジタルリテラシーの個人差、教育機会の不足

・組織文化
属人化、不十分な引継ぎ、他課との関係

の希薄さ
・空間
会議室不足、休憩場所の欠如、空調や照

明への不満
・スマート化
連絡ツールが多すぎて情報が散乱

・組織文化
若手職員の離職・精神不調、縦割りによ

るなすりつけ合い。
・空間
通路が狭い・暗い（車椅子等への配慮不

足）、騒音による集中阻害
・スマート化
働き方の固定化、休みにくい雰囲気

③具体策・個別施策の一例

(a) 働き方・組織文化の革新
・エンゲージメント調査の導入
・庁内スキルシェア（他課業務公募への参加）
・人事評価への「部門評価」導入

・サンクスカード（感謝の可視化）
・シンカ活動DB（改善事例の共有）
・異動時期の分散化（繁忙期を避ける。）

・職場体験研修の拡充（新規採用1年目）
・越境チャレンジ制度（20%ルール：業務
時間の2割を他部署へ）

(b) 空間・執務環境デザイン
・可動式什器による柔軟なレイアウト
・立ち話スペース（大通り動線）の設置
・多様な自席の選択肢（フリーアドレス）

・用途別の空間（集中・リフレッシュ）
・お昼を一緒に食べられる交流スペース
・空調の個別制御・全体最適

・ユニバーサルデザイン(UD)の徹底（通路
幅90cm確保）
・サウンドマスキング（音のプライバシー
確保）
・ABW（仕事内容に合わせて席を選ぶ）

(c) 業務のスマート化推進
・スーパーデジタル人材の育成・派遣
・フレックスタイム（1か月単位）
・情報共有プラットフォームの構築

・勤怠・工数管理ツールの導入
・ファイル・マニュアルの共通ルール化
・フル在宅勤務や通勤手当の拡充

・フレックスタイム（週休3日制の選択
可）
・内線電話の廃止（PCへの直接通話・
Teams移行）
・持ち運び型バッテリーの活用 3


